
横浜市立下田小学校 
      令和３年度 学力向上アクションプラン 
  
 

１ 中期学校経営方針 

（１）学校経営中期取組目標 

（２）学力向上に向けた重点取組分野・取組目標・具体的取組 

重点取組分野 取 組 目 標 具 体 的 取 組 

 
 

確かな学力 

（学習指導） 

基礎・基本の定着に重

点を置くとともに、

「学び合い」を重視し

た授業を取り入れ、主

体的に問題解決して

いく中で表現力の育

成を目指す。 

①週３日、朝学習で計算練習や漢字練習等を行い基礎的基本
的知識技能の確実な習得を図る。 ②学習状況調査の結果を
各学年、各クラスで分析し、弱い領域に対しては、特にきめ
細かい指導をして習得率アップを図る。 ③子ども同士のか
かわりあいや各教科の学習活動の充実に努め、特色ある教育
活動を実施する。 ④基礎基本の充実を図り、各学年に応じ
た教科担任制を導入し、複数の教師で子どもたちを指導する
体制をとり、安定したクラスを目指す。 

担当 教務部 

２ 横浜市学力学習状況調査等からの実態把握 

（１）学力の概要と要因の分析（※令和２年度は実施しなかったため、元年度のデータを使用） 
 
 

 
 
 
                  
 
 
                     
 
      
  全体的に、ほぼ横浜市の平均値を上回っている。 
 

（２）教科学習の状況   
○ 国語科：基礎・活用とも平均値を大きく上回っている。学習意識も、平均値を上回っている。 
○ 算数科：基礎・活用とも平均値を大きく上回っている。特に活用の数値が高い。学習意識も、平均値を

上回っている。 
○ 社会科：基礎・活用とも、市の平均値を上回っている。学習意識も、平均値を上回っている。 
○ 理 科：基礎・活用とも、市の平均値を上回っている。学習意識は、平均値を下回っている。 
 
 

学 校 経 営 中 期 取 組 目 標 

○学校教育目標を実現するために、活力と魅力にあふれた学校づくりを目指します。 
・基礎基本の充実を図り、各教科の学習活動の充実に努め、特色ある教育活動を実施します。 
・共に生きる子の育成をめざし、公共心や規範意識を一層高める取り組みをします。 
・子ども同士のかかわりあいや地域の方たちとの触れ合いを大切にし、教育活動に生かします。 



（３）経年変化の状況と要因の分析（学習・生活意識調査も含めて分析） 
国語の力は学校全体として高い水準にあるといえる。授業研究に取り組んできたことや、司書教諭の

配置により子どもたちが本に親しむ機会が増えたことなどが要因として考えられる。算数では、基礎・
活用とも、市の平均を上回っており、日々の授業や朝学習、家庭学習の成果が表れていると考えられる。
今後は、児童が自らの力の高まりや学習の充実感を感じられるような授業を行っていく必要がある。ま
た、社会や理科では、学力がほぼ市の平均値となっている。しかし、理科は学習意識が市の平均を下回
る結果となった。今後、理科の楽しさや必要感が感じられるような単元の学習計画を立てる必要がある
と考える。各教科での基礎・基本の力を確実に身に付けるとともに、国語科で身に付けた力を他教科の
学習に活用できるようにすることが望まれる。 

  生活意識については、あいさつ、学校図書館の利用、携帯電話・スマートフォン・インターネットの
利用時間等について、保護者会や個人面談、講演会等を通して継続的に啓発していく。 

 
３ 令和２年度 学年・教科等としての具体的取組 
                             
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１学年 

○ 国語科等で、説明する文章、紹介する文 
章を書くなど、表現活動を大切にするとともに、

できる限り対話をする場面を位置付ける。 
○ 分からないこと、詳しく知りたいことを 

尋ねたり、気持ちを表情や態度、言葉で表したり

しながら対話するように指導する。 
 ○ 自分の経験と結び付けて、感想や考えをもつよ

うに指導する。 
 
 

２学年 

 ○ 生活科等で、体験を通して自分の生活について考

えられるよう報告する文章や説明する文章を書く

など、表現活動を大切にするとともに話合いをする場

面を位置付ける。 
 ○ 大事だと思った点を確かめたり、関連した情報を

提供したりしながら話し合うように指導する。 
○ 自分の経験と結び付けて、感想や考えをもつよう

に指導する。 
 
 
 
 

個別支援学級 

○ 個別の教育支援計画・個別の指導計画に基づき、話し言葉、表情、仕草、書き言葉等、発達段階に 

応じた適切なコミュニケーション手段を積極的に活用する場面を位置付ける。 

○ 子どもの発達段階に応じて、各学年の取組を参考にし、必要な取組を行う。 

○ 子どもに応じた分かりやすい情報発信をするなど、言語環境の整備を行う。 

 
 
 
 
 

３学年 

 ○ 社会科等で見学・調査したことを説明する文章、

記録する文章を書くなど、表現活動を大切にする

とともに、話合いをする場面を位置付ける。 

 ○ 理由や根拠を尋ねたり、まとめたり補足したり

しながら話し合うように指導する。 

 ○ 列挙したり、順序を付けたりして考える学習を

計画的に位置付ける。 
 
 
 
５学年 

 ○ 『横浜の時間』等で説明する文章、意見を述べる

文章を書くなど、表現活動を大切にするとともに、

話合いをする場面を位置付ける。 

 ○ 相手の話を一般化したり、経験を加えて拡張した

りしながら話し合うよう指導する。 

 ○ 関連付けたり分類・整理したりして考える学習

と振返りを計画的に位置付ける。 
 
 
 

４学年 

 ○ 算数・理科等で説明する文章、記録・報告する文

章を書くなど、表現活動を大切にするとともに、話合

いをする場面を位置付ける。 
 ○ 反対の意見を出したり、相手の考えを取り入れ自分の考えを

述べたりしながら話し合うように指導する。 
 ○ 順序を付けたり関連付けたりして考える学習を計

画的に位置付ける。 
 
 
 
 
 

６学年 

 ○ 教科等の学習で今まで身に付けた様々な文章を

書く力を自覚的に生かすことができるようにする

とともに、話合いをする場面を位置付ける。 
 ○ 曖昧な点を明確にしたり、違った視点を打ち出し

たりしながら話し合うように指導する。 
 ○ 関連付けたり、分類・整理したり、多面的に考え

たりする学習と振返りを計画的に位置付ける。 
 
 
 
 
 
 


